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激動の日本列島を記録する大地と人々の暮らしの関係 

―土佐清水ジオパーク構想エリアに分布する三崎層群の例―

The Land Formed by severe crustal movement and the Lives of its

People 

–case study of the Misaki Group in Tosashimzu Geopark Plan–
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　土佐清水ジオパーク構想は，四国南西端に位置する高知県土佐清水市をエリアとしている．その地質は約

2800～1600万年前の付加体と，その上に重なる約1700～1500万年前の前弧海盆堆積物（三崎層群），そし

て付加体を貫く約1300万年前の深成岩体（足摺岬花崗岩体）から構成される．中でも三崎層群と足摺岬花崗

岩体は，日本列島の形成史上でも特に激しかったとされる日本海拡大期の地殻変動と深い関係を持つ地質体で

あり，当時の様子を理解する上で極めて重要である．そして，これらの地質体は地球科学的価値を持つだけで

なく，土佐清水ジオパーク構想全体の産業形態や文化，自然災害特性などにも大きな影響を与えている． 

　本発表では，特に三崎層群から読み解ける“激動の日本列島”と，三崎層群を土台として営まれている暮ら

しについて紹介するとともに，それらを理解、体感してもらうための取り組みについても触れたい．
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